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[1] 授業方法 
 
令和６年度は、6 コマの授業を行った。教材は、本学が令和 4 年度中に本学独自に作成した教材を使

用した。また、6 コマの授業のうち、秋学期に開講した 1 コマの授業は、英語を使って授業を行った。
（教材も本学が独自に作成した英語版のもの。） 

   対面  /  オンデマンド  レギュラー / 集中 
春学期セメスター - 1 対面 レギュラー 
春学期セメスター - 2 対面 レギュラー 
第３ターム オンデマンド 集中 
秋学期セメスター - 1 対面 レギュラー 
秋学期セメスター - 2（英語） 対面 レギュラー 
第 6ターム オンデマンド 集中 

 
 
[2] 履修状況 
令和６年度の履修状況は、以下の表のとおりである。履修者総数は 389 人であり、昨年度の 372 人よ

りやや増加した。授業形態別の履修者数は、対面授業が 234人、オンデマンドが 155 人で、令和６年度
は対面授業の方が履修者が多かった。学年別では、1年生が 283 人で全体の約 73%を占める。部局別で
は、理工学部が 310 人で全体の約 80%を占める。 
 
<授業別履修状況> 

 1 年 2 年 3 年 4 年 その他 合計 
春学期セメスター - 1 118  3 3 6  130 
春学期セメスター  -2 52 2 1 2  57 
第３ターム 39 11 24 9  83 
秋学期セメスター - 1 33 5 2 5 1 46 
秋学期セメスター  -2 0 0 0 0 1 1 
第 6ターム 41 16 12 3  72 
合計 283 37     42    25 2 389 
※その他＝特別聴講学生等 
 
 
 



<部局別履修状況の詳細> 
学部  1 年 2 年 3 年 4 年 その他 合計 
 
 
 
教育学部 
 

春学期 セメスター-1 0 0 0 0  0 
春学期 セメスター-2 0 0 0 0  0 
第 3ターム集中 0 0 0 0  0 
秋学期 セメスター-1 0 0 0 0  0 
秋学期 セメスター-2 0 0 0 1  1 
第 6ターム集中 1 0 2 0  3 
合計 1 0  2 1  4 

 
 
経済学部 
 

春学期 セメスター-1 4 1 0 1  6 
春学期 セメスター-2 4 0 0 1  5 
第 3ターム集中 0 0 0 2  2 
秋学期 セメスター-1 3 0 0 0  3 
秋学期 セメスター-2 0 0 0 0  0 
第 6ターム集中 4 0 1 1  6 
合計 15 1 1 5  22 

 
 
経営学部 
 

春学期 セメスター-1 5 2 0 1  8 
春学期 セメスター-2 3 1 0 0  4 
第 3ターム集中 0 1 1 0  2 
秋学期 セメスター-1 0 2 1 1  4 
秋学期 セメスター-2 0 0 0 0  0 
第 6ターム集中 3 0 0 0  3 
合計 11 6 2 2  21 

 
 
理工学部 
 

春学期 セメスター-1 109 0 3 4  116 
春学期 セメスター-2 45 1 0 1  47 
第 3ターム集中 30 9 20 6  65 
秋学期 セメスター-1 29 3 1 3  36 
秋学期 セメスター-2 0 0 0 0  0 
第 6ターム集中 25 16 3 2  46 
合計 238 29 27 16  310 

 
 
都市科学部 
 

春学期 セメスター-1 0 0 0 0  0 
春学期 セメスター-2 0 0 1 0  1 
第 3ターム集中 9 1 3 0  13 
秋学期 セメスター-1 1 0 0 1  2 
秋学期 セメスター-2 0 0 0 0  0 
第 6ターム集中 8 0 6 0  14 
合計 18 1 10 1  30 

 
 



[3] 単位修得状況 
 
令和６年度の単位取得状況は、下表のとおりである。単位修得率は昨年度よりやや下がったものの良好
であり、高い学修成果が得られていると評価できる。 

 秀 優 良 可 不可 合計 単位修得率 
合計 45 185 86 23 50 389 87.1 % 
（個々の授業科目の成績分布は、学内資料にのみ掲載） 
 
 
[4] 学生による授業アンケート 
授業のアンケート結果は以下のとおりである。アンケートへの回答は任意であるため全員が回答してい
るわけでないため、回答率は授業ごとに異なるが、回答内容を見る限り、全体的には、対象学問領域へ
の関心も高く、授業内容を理解でき、授業の満足度も高いという結果が得られているので、アンケート
に回答した学生に関しては、高い学修成果が得られていることが伺える。 
なお、第 3 ターム集中と第 6ターム集中は、アンケート自体を実施していない。また、英語で実施した
授業は履修者数が少ないので、アンケートを実施しなかった。 
（個々の授業科目の集計結果は、学内資料にのみ掲載） 
 
 

以上 


